【第３号議案-1】
２９年度事業計画（案）
地区目標及び重点課題

地区目標 「活動的で自立したスカウトを育てよう！」
重点課題１  質の高い活動をバックアップする 

（1）指導者養成と資質の向上

（2）各団の活動プログラムの充実
重点課題２  運営基盤の確立
（1）地区各団のコミュニュケーションを計る
（2）地域コミュニティとの関係を深める
（3）機能的な地区運営と団組織運営の支援
（4）自主財源の確保
（5）スカウト募集事業への支援
（6）関係団体及び支援団体との連携強化
課題１
地区目標「活動的で自立したスカウトを育てよう！」は今の私たち指導者への提言です。自己研鑽に励み、青少年が立派な大人として成長できるようにサポートするのは私たち指導者です。

スカウト達が「ちかい」「おきて」が実践でき、楽しく活動できる質の高いプログラムを目指します。質の高い活動を実施するためには指導者の情熱と意識改革が必要です。コミッショナーが主催するラウンドテーブルに参加する事も必要ですが、新地区になった機会をとらえ各団指導者が自己研鑽に励むことが求められます。地区が広範囲になるため、各団、隊への支援を適切に発揮できるようにコミッショナー体制の充実も不可欠です。地区が何とかしてくれるではなく各団のやる気と努力が必要と考えます。既存の団組織でなく新しい体制で若い運営者、指導者による強力なリーダーシップのもと前進しなければなりません。
北九州、豊前、直方、飯塚の各団が、今まで営々と築き上げた伝統を今後も守り続け、一人でも多くの青少年にスカウト活動を提供していきましょう。
ボーイスカウト組織の基本は団です。団組織が充実していれば新地区になっても不安はないはずです。地区コミッショナーグループと連携し地区、団の問題点を解決し、新地区元年として全団が一丸となり一歩前に踏み出すためがんばって行きましょう。
課題２
     地区内各団のコミュニュケーションを計る為、地区で取り組む行事を実施します。その為には機能的な地区運営と各団の協力が必要と成ります。

     財源確保は補助金のみに頼るのでは無く､地区、団を上げ取り組んでいきます｡また各団のスカウト募集事業への積極的支援を実施します。
